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今
週
の
紙
面

石
川
・
輪
島
市

清
水
波
子

■２面 女性ニュース／国会スポ
ット ■３面 読者のページ／パ
ズル ■４・５面 高校入試「英
語スピーキングテスト」は中止を
／女性＆メディア／ホット ■６
面 梅雨時のスキンケア／文化情
報／母の歴史 ■７面 新婦人の
ページ／談話／自然とあそぼう！

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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日
米
首
脳
会
談
で

軍
事
費
の
﹁
相
当
な
増
額
﹂
を
表
明
し
た
岸
田
首
相

物
価
高
騰

が
暮
ら
し
に
大
打
撃
を
与
え
る
な
か

消
費
税
減
税
な
ど
緊
急
対
策
を
求
め
る
声
に
は
背

を
向
け

国
家
財
政
の
圧
迫
と
暮
ら
し
破
壊
を
さ
ら
に
す
す
め
る
も
の
で
す


「インボイス制度」とは

インボイス制度とは、取引内容や消費税率・消費税

額などを記載した請求書・領収書を発行し、保存して

おく制度。「適格請求書等保存方式」とも呼ばれ、税務

署から割り振られた登録番号の記載が必要となる。

制度が導入されると、免税事業者は①免税事業者の

まま事業を続ける②インボイス登録して課税事業者に

なる、のいずれかの選択を迫られる。免税事業者のま

までいると、消費税分の値下げを求められたり、取引

先から排除される恐れもある。課税業者になると消費

税を納めることになり、手取りが減る。いずれの場合

も新たな税負担が事業存続に大きく響く。対象となる

のは1100万人を超えると見込まれ、農林水産業者、俳

優や劇団関係者、個人タクシーや軽輸送ドライバー、

塾や音楽教師、プロアスリート、シルバー人材センタ

ー会員など多岐に上る。
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﹁
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﹂
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費
税
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こ
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岸
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れ
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狙
い
で
す

財
務
省

は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

で
１
６
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０
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岸
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岸
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長

６月以降も続く値上げ

５月26日、日本婦人団体連合会（婦団連）がジェンダー４署名を

国会に提出（写真）。24日には女性差別撤廃条約実現アクション

（OPCEDAW）による院内集会が開かれ、署名が提出された

〈２面へ〉

節約も限界！
「タマネギが１個190円」。とまらない物価上昇が家計を直撃

（本文とは関係ありません）
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５
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岸
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２
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％
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収
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﹁
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％
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﹂
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０
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２
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︵
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２
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５
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